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まえがき

「会話は人を表す」（La conversation est l’image de 
l’esprit.）という古いことわざがあります．言葉遣いによっ
て人がわかるのですから折り目正しい表現を覚えることが大
切です．そのため本書では身内や友人同士などのあいだで使
う tutoyer［テュトゥワイエ］（相手を tuで呼ぶ）を避け，礼
儀正しい vouvoyer［ヴヴワイエ］（相手を vousで呼ぶ）を
基本としました．
フランス語を話すにはまず文法の基本を知っていることが

前提となります．その上でいろいろな場面での「表現の定型」
を覚えることです．しかし定型を知っているだけでは不十分
です．会話力の決め手となるのは語彙力です．そこでテーマ
ごとに必要な語彙を集めた「単語帳」を付けて実用の便を図
りました．また付録として，数詞，Eメールの書き方，フラ
ンスと日本の祝祭日を巻末に付しました．
本書の執筆には，目黒士門が主として第 1部と，第 2部

（第 5章を除く），第 3部第 5章～7章を，目黒ゆりえが第 2
部第 5章，第 3部第 1章～4章，第 8章～11章（および女性
に関連が深い項目）を担当しました．執筆段階で Anne Chas-
trusse 氏とMarcos Bezerra氏から多大なご教示をいただ
きました．また最終段階で日本語にも精通しておられるLéna 
Giunta氏が全体にわたって校閲 の労をとってくださいまし
た．お名前を記して感謝の微意を表します．
最後に，ていねいな編集をしてくださった白水社の上田和

男氏に厚く御礼申し上げます．
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